
NPO高砂海文化21Cの活動概要
（外面）
このリーフレットに設立趣旨並
びに活動状況を表記しています。

海文化の活動では、２艇のヨッ
トで松右衛門帆の北前船航路を
辿り寄港地で得た日本遺産の動
きを高砂市長へ伝達し申請の
きっかけ作りをしました。

海域の環境保全・安全に関する
ことでは、環境省の推進するプ
ラスチック・スマート・フォー
ラムのメンバーになり、海洋プ
ラスチック問題を堀川運河をゲ
レンデとした月例行事を通じて
回収体験を開催しています。又
兵庫県のプラスチックごみゼロ
アクション宣言のメンバーにも
参加して、引き続き堀川運河の
プラごみ回収に取組んでいます。

海上保安部の安全指導員活動の
一環として加古川保安署所属の
巡視艇を堀川へ案内、市民との
交流を図っています。



同リーフレット（内面）

マリンスポーツの普及・振興事
業では、親水性をより高めるた
めに、向島公園を利用した夏季
の小学生のディンギー教室を開
催しています。（現在ゲレンデ
の関係で中断）

秋のたかさご万灯祭の記念ヨッ
トレースでは地元県立高校3校
の生徒にヨットレース参加を促
し、それぞれ役割を持ちレース
に関わっています。

親子セーリング体験教室の開催
では、海と運河の環境、郷土の
歴史、セーリング体験を専門団
体と組み、小学生を対象とした
トリニティー校外学習と称して
開催しています。

その中、セーリング学習では北
前船の帆走理論は今のヨットと
同じであること、学ぶ町の地勢
や地理を海からみて知ることに
加えてまして高砂の海岸線にあ
る工場群では世界の一流品が製
造されていることと、これは工
楽松右衛門のもの作りに通ずる
など説明、誇りを持てと、話し
かけます。

このリーフレットはヨット教室
テキストも併用しています。


